
番号 賞　　名 入　　 選　　 句 氏名・俳号 住　所

396 右城暮石賞 暮石忌やまんまるといふ無尽蔵 　松木　昌子　 東京都

226 特選 風鈴の我が家の音となりにけり 　德廣　由喜子 高知県

527 特選 はちきんの暮らしさまざま寒の入 　高田谷　青葉 高知県

334 特選 少しずつみんな悪いよ稲雀 　近藤　智子 高知県

29 入選 白菜を赤子のごとくあやしをり 宮島　敏明 新潟県

118 入選 子が寄りて囲んでゐたるたぬきの死 えとう　樹里 兵庫県

120 入選 面倒を起こす男と牡丹鍋 松尾　初夏 徳島県

147 入選 畦二ヶ所切りて深田の落し水 橋本　絹子 高知県

158 入選 東京の月より丸い土佐の月 佐藤　茂之 岩手県

213 入選 陽だまりに暮石まどろむ福寿草 豊田　恵造 兵庫県

258 入選 初鴨のはや来てをりぬ禁猟区 公文　正博 高知県

266 入選 句碑の背に蛍がひとつ帰全山 津田　吾燈人 高知県

267 入選 古田への道をたどれば懸巣鳴く 津田　吾燈人 高知県

290 入選 一葉忌にぎり鋏に小鈴つけ 石川　渭水 高知県

365 入選 会議中冷し中華のことばかり 吉成　裕 栃木県

557 入選 十三夜病語らず帰りけり 田中　久幸 東京都

564 入選 焚火の輪解いて氏子の宮掃除 徳弘　賀年子 高知県

566 入選 三日はや柚子剪定の鋏音 徳弘　賀年子 高知県

567 入選 初鏡口角上げて瞬いて 徳弘　賀年子 高知県

572 入選 この先が暮石の在所酸葉噛む 田村　乙女 高知県

595 入選 一羽飛び二羽飛び枯野残りけり 　 小島　久美子 高知県

598 入選 梅一輪出窓に移す写真立 田村　土木 高知県

614 入選 山桜吉野に暮石和生句碑 冨田　美子 奈良県

771 入選 松毬でお手玉しましよ富枝の忌 野々下　花衣 高知県

第３３回右城暮石顕彰吉野川全国俳句大会事前句一般の部入選句

※２６５人８６４句の応募がありました

【谷口智行　選】


